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記念植樹

沢田理事長と理事長賞受賞者

宮澤林野庁研究指導課長の祝辞

沢田理事長のあいさつ

◎
記
念
植
樹

　

創
立
百
十
周
年
を
記
念
し
て
、
サ
ク
ラ
の
普
賢
象
及
び
関
山

の
２
品
種
に
つ
い
て
、
多
数
の
元
役
職
員
及
び
現
役
職
員
が
見

守
る
中
、沢
田
理
事
長
等
に
よ
り
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
記
念
式
典

　

記
念
式
典
は
、
林
野
庁
等
か
ら
の
計
七
名
の
来
賓
を
含
め
、

歴
代
の
場
・
所
長
、
役
員
及
び
現
役
職
員
等
の
参
加
の
下
、
大

会
議
室
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
沢
田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
来
賓
を
代

表
し
て
宮
澤
研
究
指
導
課
長
、
元
職
員
を
代
表
し
て
森
林
総
研

友
の
会
の
大
貫
会
長
（
元
森
林
総
合
研
究
所
長
）
か
ら
祝
辞
を

頂
き
、森
林
総
合
研
究
所
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
益
々
高
ま
り
、

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
旨

の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
方
々
、
元
役
職
員
、
現
役
職
員
と
の
間
で
、

活
発
な
交
流
が
図
ら
れ
、
研
究
所
の
百
十
周
年
を
振
り
返
り
つ

つ
、
将
来
の
研
究
所
の
姿
に
大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
る
有
意
義

な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
総
合
研
究
所
は
、
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
11
月
１
日

の
創
立
か
ら
、
今
年
で
１
１
０
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

森
林
総
合
研
究
所
に
と
っ
て
、
創
立
百
周
年
以
降
の
10
年
間
は

大
き
く
組
織
が
変
革
さ
れ
た
10
年
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
平
成

19
年
４
月
に
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
統
合
さ
れ
、
翌
年
４
月
に
は

旧
緑
資
源
機
構
の
事
業
の
一
部
を
継
承
し
、
現
在
の
森
林
整
備
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
４
月
に
は
、
国
の
森
林
保
険

特
別
会
計
が
移
管
さ
れ
、
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、独
立
行
政
法
人
と
し
て
は
、通
則
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
27
年
４
月
よ
り
国
立
研
究
開
発
法
人
と
区
分
さ
れ
る
な
ど
、

大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
10
年
間
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
節
目
に
当
た
り
、
平
成
27
年
10
月
30
日
に
林
野
庁
か
ら

宮
澤
研
究
指
導
課
長
、
池
田
整
備
課
長
、
宇
野
首
席
森
林
計
画

官
を
は
じ
め
、
多
数
の
役
職
員
Ｏ
Ｂ
の
ご
出
席
を
賜
り
、
現
役

職
員
を
加
え
た
１
６
０
名
以
上
の
参
加
の
中
、
本
所
に
お
い
て

以
下
の
と
お
り
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

◎
理
事
長
賞
受
賞
講
演

　

記
念
式
典
に
先
立
ち
、
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
次
の
５
業
績

（
５
個
人
、
１
団
体
）
に
つ
い
て
受
賞
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１�

．
業
績
名　

外
部
資
金
執
行
管
理
業
務
に
よ
る
重
要
研
究
課
題

遂
行
へ
の
多
大
な
る
貢
献
【
受
賞
者　

企
画
部　

小
澤
茂
樹
・

山
田
美
穂
】

２�

．
業
績
名　

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ヒ
メ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
関
す
る
研

究
成
果
、
同
成
果
を
含
め
た
鳥
類
生
態
学
研
究
の
普
及
啓
発

活
動
及
び
関
連
す
る
委
員
会
委
員
と
し
て
職
務
遂
行
に
よ
る

社
会
貢
献
【
受
賞
者　

野
生
動
物
研
究
領
域　

川
上
和
人
】

３�

．
業
績
名　

木
質
リ
グ
ニ
ン
か
ら
の
高
付
加
価
値
素
材
の
開

発
【
受
賞
者　

バ
イ
オ
マ
ス
化
学
研
究
領
域　

山
田
竜
彦
】

４�

．
業
績
名　

エ
ゾ
マ
ツ
実
生
苗
を
２
年
で
山
出
し
可
能
と
す

る
画
期
的
な
育
苗
技
術
の
開
発
【
受
賞
者　

林
木
育
種
セ
ン

タ
ー　

育
種
部　

田
村
明
】

５�

．
業
績
名　

新
た
な
収
益
分
収
方
法
の
導
入
に
向
け
た
取
組

～
高
知
水
源
林
整
備
事
務
所
に
お
け
る
新
た
な
収
益
分
収
方

法
（
材
積
分
収
）
の
検
討
と
試
行
～
【
受
賞
者　

森
林
整
備

セ
ン
タ
ー
高
知
水
源
林
整
備
事
務
所
】

創
立
百
十
周
年�

記
念
行
事
を
開
催
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10
月
15
日
（
木
）、
ヤ
ク
ル
ト
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港
区
）
に

お
い
て
、
平
成
27
年
度
公
開
講
演
会
「
木
材
利
用
が
き
り
拓
く

未
来
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
名
の
演
者
が
講
演
を
行
い
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
木
材

を
使
っ
て
き
た
か
、
日
本
に
お
け
る
木
材
利
用
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
直
交
集
成
板
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
の

実
用
化
の
現
状
や
建
築
サ
イ
ド
か
ら
み
た
木
材
利
用
の
課
題
、

こ
れ
か
ら
日
本
人
が
木
材
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ

い
か
、
木
材
利
用
の
未
来
に
つ
い
て
展
望
し
ま
し
た
。

講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
．�「
日
本
に
お
け
る
木
材
利
用
の
歴
史
」 

軽
部
正
彦 
室
長（
構

造
利
用
研
究
領
域
）

２
．�「
新
し
い
建
築
材
料
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
実
用
化
の
今
」 

野
田
康
信 

主
任
研
究
員
（
構
造
利
用
研
究
領
域
）

３
．�「
木
材
利
用
に
必
要
な
こ
と 

―
建
築
の
視
点
か
ら
―
」 　

平
野
陽
子
氏（ （
株
）ド
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役
）

４
．��「
日
本
の
木
材
利
用
の
未
来
」 

外
崎
真
理
雄 

四
国
支
所
長

　

一
般
の
方
々
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
・
企
業
、
大
学
・
研

究
機
関
、
行
政
機
関
な
ど
約

２
５
０
名
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

公
開
講
演
会
の
発
表
資
料
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（https://www.ffpri.affrc.go.jp/
news/2015/20151015koukaikouen/
index.html

）

●
短
報

　�

森
林
と
境
界
を
も
つ
草
原
内
に
ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
を
配
置
す
る
場
合
の

緩
衝
帯
お
よ
び
草
原
内
の
河
畔
林
の
有
用
性
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
食
糞
性
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
群
集
に
つ
い
て
の
予
備

的
研
究
（
英
文
）

　

上
田 

明
良
、W

oro A. N
O
ER
D
JITO

、D
hian D

W
IB
AD
R
A

、

　

SU
G
IAR
TO

、
近 

雅
博
、
越
智 

輝
雄
、
高
橋 

正
義
、
五
十
嵐 

哲
也
、

　

福
山 

研
二

　�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
山
火
事
林
内
の
糞
虫
群

集
に
お
け
る
荒
廃
林
か
ら
の
距
離
お
よ
び
地
形
の
影
響
（
英
文
）

　

上
田 

明
良
、W

oro A. N
O
ER
D
JITO

、D
hian D

W
IB
AD
R
A

、

　

SU
G
IAR
TO

、
近 

雅
博
、
越
智 

輝
雄
、
高
橋 

正
義
、
五
十
嵐 

哲
也
、

　

福
山 

研
二

●
ノ
ー
ト

　
羊
ヶ
丘
実
験
林
に
お
け
る
降
水
量
の
測
定
誤
差

　
　
︱
測
器
の
違
い
に
よ
る
影
響
︱

　

溝
口 

康
子
、
山
野
井 

克
己

●
研
究
資
料

　�

熱
帯
泥
炭
地
に
あ
る
ギ
ニ
ア
ア
ブ
ラ
ヤ
シ (Elaeis guineensis

) 

プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
イ
オ
マ
ス
推
定
の
た
め
の
ギ
ニ
ア
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

の
地
上
部
・
地
下
部
器
官
の
破
壊
調
査
方
法
（
英
文
）

　

清
野 

嘉
之
、
門
田 

有
佳
子
、
鳥
山 

淳
平
、

　

Auldry C
H
AD
D
Y

、Kah Joo G
O
H

、Lulie M
ELLIN

G

　�

森
林
総
合
研
究
所
が
収
集
し
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ U

rsus thibetanus
 

の
頭
骨
標
本
リ
ス
ト

　

大
井 

徹
、
岡 

輝
樹
、
大
西 

尚
樹
、
石
橋 

靖
幸
、
高
橋 

裕
史
、

　

島
田 

卓
哉
、
鈴
木 

祥
悟
、
山
田 

文
雄
、
小
泉 

透 
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森
林
総
合
研
究
所
研
究
報
告

平
成
27
年
度
　
公
開
講
演
会
　

「
木
材
利
用
が
き
り
拓
く
未
来
」

左から、外崎支所長、平野氏、野田主任研究員、軽部室長


